
 

 

 

 

 

 

 

 

 

米沢工業会埼玉支部 

ニュースレター第１１回 
★支部長挨拶 

★新役員体制 

★今期の今後の予定 

★支部総会開催報告 

★芋煮会開催報告 

★会員の寄稿文 

支部長：武田正樹 

2025年 11月 29日 

ご意見・ご要望のある方は 

QRコードを読み取り、LINEで送っ 

てください。 
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☆支部長挨拶 

 

11月下旬になり冬の到来が間近で、温もりが恋しい季節になりましたが、支

部会員の皆様いかがお暮しでしょうか。 

例年この季節は紅葉を求めて秩父・奥多摩・丹沢辺りの山歩きをしてきました

が、今年は熊騒動で山域を筑波山・伊豆などに変更を考えているところです。 

 

さて、年内最後のイベントの芋煮会が終了したので、第 11回埼玉支部ニュー

スレターをお届けします。 

昨年まで七夕の時期に開催していた七夕会（旧構内白楊寮在寮経験者の会が発展

した会）を今後中止したこと、及び秋季ゴルフ大会が会場予約できずに休止した

ので、今回の掲載記事は少なくなったことをお詫びいたします。 

 

9月開催の支部総会で承認された新役員体制と今期の今後の予定、力作の齋藤

格役員の投稿記事「神戸の思い出」も掲載したので、ご拝読願います。 

 

七夕会があった昨年までは、6月初旬の広報も兼ねたニュースレター発行以

降、10月まで 4イベント開催して役員（幹事）には大きな負担でしたが、七夕

会を中止したので負担は大分軽くなりました。 

幹事が熊谷市婦人児童館に集合して行う、メールアドレス不明者への広報郵送作

業は恒例行事となり、幹事のコミュニケーションに役立っています。 

 

米沢工業会は昨年創設 100周年を迎えましたが、会員と会費の確保、広報の

あり方、在学生との交流、支部再編と代議員制度の見直しなどの課題を抱えてい

ます。その対策については理事中心の各プロジェクトで検討を進めていますが、

支部からも 6月 28日（土）の支部長会議と 10月 11日（土）定時総会に参加

し、現時点での成果内容の共有化を図っています。 

詳しくは 12月に正会員に向けて本部が発行する米沢工業会報を参照願います。 

 

母校への恩返しと会員同士の親睦を深めるために、埼玉支部活動に積極的な参

加をお願いいたします。 
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☆新役員体制 

 

№ 役職名 名前 卒科年 

1 支部長 武田 正樹 M昭 46 

2 副支部長 森村 弘文  S昭 59 

3 副支部長（兼）会計 西嶋 慶文 C昭 62 

4 監査 齋藤 達宏 W昭 39 

5 監査 堀籠 重康 W昭 43 

6 幹事 槇 英雄 D昭 37 

7 幹事 八巻 功 A昭 44 

8 幹事 齋藤 格 修M昭 49 

9 幹事 神 英雄 C昭 53 

10 幹事 羽藤 栄記 修電情 H12 

注記：①任期 2年   

   ②代議員（武田正樹、森村弘文、西嶋慶文）任期２年 

      

☆今期の今後の予定 

 ◎注記：今期／令和 7年 9月 1日～令和 8年 8月３１日 

  役員会・新年会            令和 8年 2月   カフェラウンジ大宮 

  第４０回（春季）ゴルフ大会 令和８年４月下旬 場所未定 

    囲碁同好会         毎月一回午後開催 武蔵浦和コミュニティ 

                （曜日不定）   センター 

  ニュースレター第 12回発行 令和 8年 8月 8日（土） 
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☆支部総会開催報告 

埼玉支部総会 

～ 旧交を温め、今を語り合う ～ 

 

埼玉支部総会は 9月 27日（土）11時より、大宮駅近くのカフェラウンジ大宮

にて開催され、総勢 24名が参加しました。特別講演では、山形大学工学部副学部

長・木俣光正教授より「粉砕とメカノケミカル反応」についてご講演いただき、タ

イヤ性能との関係など身近な話題に参加者の関心が集まりました。 

引き続き米沢工業会副理事長として、本部と埼玉支部の現状などのご説明があり

ました。学部卒業 25年記念品贈呈は本人事情により総会直前に近くの本人自宅前

で行われその様子が披露されました。総会では令和６年度報告と７年度計画、役員

改選（2名減）などが承認されました。 

懇親会は乳井幸雄さんの乾杯で始まり、立食形式で交流が進み、恒例の近況報告

などの個人スピーチを経て、「飛乱の桜」の合唱も行われました。平成生まれの参

加者もあり、今後の若返りに期待が高まります。 

Ｓ昭 59 森村弘文 記 

令和７年 9月２７日（土） 於：カフェラウンジ大宮 
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☆芋煮会開催報告 

埼玉支部芋煮会 

～熱燗と芋煮で温まる～ 

令和 7 年 10 月 26 日（日）に第 13 回埼玉支部芋煮会をサンアメニティ北本

キャンプフィールドで 15名の参加で開催しました。当日は雨模様でしたが屋根付

きの会場のため問題なし。森村弘文・西嶋慶文両副支部長を中心にした買出しとゲ

ストも交えた調理チームが頑張ってくれたお陰で山形風芋煮を堪能することがで

きました。雨で屋外のために厚着はしてきたものの寒く、ビールを早々に切り上げ

日本酒の熱燗と芋煮で温まりました。ゲストは千葉在住のＴＨ会会長・寺田重人氏

をはじめ、東京・群馬在住の会員、農学部 OBの鈴木竜一氏、理学部 OBの佐々木

泰河氏と多彩な顔ぶれが揃いました。今後も他支部・他学部 OBにも声をかけ、さ

らに交流の輪を広げていく予定です。 

武田支部長の挨拶、最高齢の乳井幸雄氏の乾杯の後、盛り上がったところで恒例

の参加者全員のスピーチ。近況報告など話題は様々ですが皆笑顔で楽しく耳を傾け

ていました。満腹になったところで来年も元気に再会できることを願い、名残惜し

くもお開きとしました。                         

Ｍ昭 46 武田正樹 記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7年 10月 26日（日）於：サンアメニティ北本キャンプフィールド 
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★会員の寄稿文 

「神戸の思い出」 修M昭 49 齋藤格 

 

私は岩手県の生まれで、メジャーリーグの大谷翔平選手の出身

地と同じ奥州市というところで育ちました。大谷選手の育った場

所は、私の育ったところのごく近くのようです。もっとも時代が

違うので接点はありませんが、身近に感じられて、大リーグでの

活躍を応援しています。 

 

岩手の出身で、学校も米沢でしたから、生まれも育ちも東北です。そんな私が大学を出

てから就職した先が神戸でした。田舎で育ったものですから、まずハイカラな都会である

神戸は魅力的でした。そして、目の前に海があり、すぐ後ろには山があり、毎日海の見え

る景色が気に入りました。 

 

神戸は瀬戸内の温和な気候で過ごしやすかったのですが、夏の暑さには閉口しました。

高台の会社の寮に住んでいたのですが、昔は冷房などなく、窓を開け放して海風が吹き抜

けるのが頼りでした。風があるときにはそれなりに過ごせるのですが、凪になり風が止ま

るとその暑さには耐えられず、暑くて夜に眠れないという経験をしました。それでも冬の

季節は楽でした。少しずつ寒くなり、「いつ冬が来るのだろう」と思っているうちに、やが

て春になるといった塩梅でした。 

 

会社の寮は神戸の街の少し西にありました。須磨、一の谷、明石など、歴史に名の出て

くる場所が多くあり、平家の土地柄だと思ったことです。東北出身の私は源氏に近いもの

を感じていましたので、少し緊張する感じがありました。 

 

また、散歩に出ると淡路島が目の前に見えます。それは橋が

かかるずっと前のことですが、「この海峡に橋を架けようと考

えている人がいる」と聞いて驚きました。そして、自分の考え

などはちいせえなあと思ったことでした。それからおよそ 20

年後には橋が完成します。出来上がってみると、なるほどと思

わせるものがあり、技術というもののすばらしさを感じまし

た。そして、昔思った「ここに橋をかけようとした男がいた」

という驚きを改めてかみしめました。 

 

神戸には 30年ほど暮らしましたから、多くの思い出があり

ますが、やはり大きな思い出の一つは阪神淡路大震災です。それは大きな揺れでした。岩

手県に育ちましたので地震には慣れていたつもりでしたが、あの時の地震は揺れも大きく、

長く続きました。 
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当時、私は神戸の街の北西のほうに住んでおり、断層の北側にあたっていたため、幸い

にも大きな被害はなく、水道が半日止まった程度でした。それでも会社への行き帰りは大

変でした。地下鉄とバスを乗り継いで通勤していたのですが、地下鉄は途中までしか通じ

ず、バスは渋滞に巻き込まれて動かないなどで、バスをやめてリュックサックにスニーカ

ーを履いて徒歩で出勤しました。 

 

会社へ行く途中には、地震の被害が最も大きかったという長田という場所を通るのです

が、がれきの山でした。私は戦争を経験したことがありませんが、「戦争のあととはこのよ

うなものか」と思ったことでした。 

 

会社は海沿いにあり、埋め立てた土地にあったので、かなりの被害ではありましたが、

それでも工場は岩盤に届く支柱を打ち込んでいたとのことで、地震の大きさのわりには被

害が少ない方だったのかもしれません。 

 

会社の給食設備が壊れて使えないとのことで、被害の少なかった約 50km 西にあった

同じ会社の工場の食堂でこしらえたという、おむすび 2個とサンマかサバの缶詰が昼食の

すべてでした。それも陸路は混雑するので、船で運んでくるのだと聞きました。地震が起

きたのは冬のことで、海上を渡ってきたおにぎりは冷たかったのを覚えています。 

 

いまでも、コレステロール値を下げるには青魚を食べるのが良いとのことで、時折サン

マの缶詰を食べるようにしていますが、そのたびに、あの地震のころを思い出します。 

 

その後、仕事の関係で東京にある協会に移りましたが、そこでは東日本大震災を経験し

ました。これまた大きな地震でした。地震に縁のある人生かなと思ったりしています。 

 

神戸で一緒に働いた仲間が、年に一度集まる機会があり、私も参加しています。神戸の

街は、地震のあった面影などまったく感じられず、にぎわっています。長年住んだ街で、

なつかしさもありますが、離れてしまうと遠い夢のようにも感じられます。 

人生とは、出会いと別れの繰り返しなのだと、改めて思い知らされます。 

以上 

 

 

 

 

 


